
 

 

 

 

 

 

                 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

校長 向江修一(平岩小中から) 
教頭 岩切里栄子(高岡中から) 

教諭 佐藤茂穂(社､美々津中から)  
教諭 宮越昌輝(数、都農中から) 
教諭 二見桃華(理､新規採用) 
養護教諭 隈元佳暖(新規採用) 
講師 後藤光子(音、本庄中から) 
講師 新名宏樹(英、大塚中から) 
講師 黒木恵理香(国、大分県から) 
主事 中水流里香(事務、本庄小から) 
会計年度 服部のり子(理､本庄中から) 
会計年度 前田由美子(養護､本庄中から) 
町雇用 長友健次(支援､地域安全協会から) 

以上１３名 

校長 畑中道一(県教委へ) 
教頭 小侍祐一(串間市教委へ) 
教諭 金本志秀(本庄中へ)  
教諭 西岡真理子(ご退職) 
教諭 門川弘毅(加納中へ) 
教諭 八代真澄(生目南中へ) 
養護教諭 關谷理絵(五十市中へ) 
主任主事 押川幸光(本庄小へ) 
主事 緒方邦俊(ご退職) 
講師 川名義弘(延岡中へ､新規採用) 
講師 本﨑詩織(ご退職) 
会計年度 宮本舞(ご退職) 
町支援員 平井由美子(本庄中へ) 
町支援員 谷川良隆(ご退職) 以上１4名 
 

出 

『地域の力』を最大限に活かした教育活動を展開します！ 

発行元： 
国富町立木脇中学校 
（文責 校長･向江） 
令和５年４月 11 日 

木脇中 
学校だより ～地域とともにある木脇中～ 

第１号 

令和５年度 
スタート 

◇◆木脇中ホームページ◇◆ 

http://cms.miyazaki-c.ed.jp/4143/ から、 

学校だより等、学校の情報をご覧いただけます。 

木脇中 

 
7(金)新任式･始業式 

11(火)入学式＜10(月)準備＞ 

12(水)身体計測(身長･体重･視力)、 

学校生活オリエンテーション、 

避難訓練(地震) 

13(木)ＮＲＴテスト【1 年】、 

県数テスト【2･3 年】 

14(金)交通安全教室、新入生歓迎会 

16(日)学校参観日、ＰＴＡ総会 

17(月)県数テスト【1 年】 

18(火)全国学力学習状況調査【3 年】 

知能検査【1 年】 

19(水)振替休日（4/16 分） 

25(月)～5/1(月)自宅確認 

28(金)聴力検査、色覚検査(任意) 

４月の主な行事予定 

 
「心豊かでたくましく、将来をしなやかに生き抜く生徒の育成」 

Ⅰ 学力保障 Ⅱ 自己有用感 Ⅲ ふるさと木脇 
重点 

課題 

コミュニティ･スクールとして地域と協働し、人権教育 
を基盤とした、「主体的」な教育活動を推進します。 

学校経営 
ビジョン 

★ キャリア教育 

達成のために 

 

【保護者の皆様へ】日向市の平岩小中学校から異動してきました、校長の向江（む
かえ）と申します。初めての宮東地区の学校勤務で戸惑いはありますが、先人たちが
築き上げた業績に敬意を表しつつ、地域とともにある木脇中学校の進むべき道を整
理し、自分らしい学校経営をしていきたいと思います。 

当面は、前年度の学校経営方針を継承し、学校の実態を確認しながら、少しずつ
軌道修正しつつ、『地域の力を最大限に活かした』教育活動を展開していきます。 

「節目」に『チェンジ』、「身の回りの問題」を『自分事』に！
4/7(金)、2･３年生は一足先に 1 学期をスター

トしました。新任式、始業式は３年ぶりに対面で
実施することができ、生徒会長もしっかりと今年
度の生徒会の目標を発表してくれました。  

私からは、２つのお願いしました。①つ目は、
今の自分を変えたいと思っている人は、年度替わ
りの「節目」で、思い切って「チェンジ」してみ
よう！ ②つ目は、ＳＤＧs の取組でも学んでい
るように、いじめなど「身の回りの問題」を、自
分には関係ないと「他人事」にしてしまうのでは

転出入職員紹介 春風とともに 1３名の職員が木脇中に仲間
入りしました。よろしくお願いします。 

入 

春風に乗って、「風の人」が木脇の地にやっ
てきました。佐土原出身で 56 歳です。地域の方々「土の人」と
ともに知恵を出し合い、将来を担う人材育成と、そして持続可
能な地域の活性化のために、微力ながらお役に立てればと思
っています。よろしくお願いします。（向江） 

学校教育目標 

○つ ○ぶ ○や ○き  

なく、『自分事』として捉え、今の自分にできるこ
とを考えて、行動して欲しいとお願いしました。 

そのために、学校でも「主体的」をキーワード
に、授業や行事、部活動を展開していきます。 

ただ、一朝一夕でできるようになるものではあ
りません。試行錯誤を繰り返しながら、クラスや
部活動の仲間と声をかけあって、「木脇中らしい」
主体的な活動を期待しています。  

「今日が楽しく、明日が待ち遠しく
なるような学校」をみんなでつくって
いきましょう。 


